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◇支部報告◇

平成 26 年度支部講演会

　平成 26 年 4 月 11 日に東京理科大学森戸記念館にて平成 26 年度関東
支部大会後に支部講演会が開催されました．この支部講演会は，大学関
係の方だけでなく企業の方々にも積極的に参加していただけるような講
演会を実施することで関東支部活動の活性化につなげたいという意図で
昨年より始められたもので，今回が第二回目となります．
　講演会のテーマの選定にあたっては，企業幹事からなる講演会委員会
のメンバーを中心に意見交換を行い，企業会員の関心の高かった「光触
媒」をテーマとして選定しました．光触媒は水の分解による水素ガス生
成などのエネルギー創生への適用，あるいは，環境浄化などへの適用を
目指して盛んに研究が行われ，注目を浴びている研究分野の一つで，こ
の分野で活躍されている東京理科大学の工藤先生と TOTO（株）の徳留
先生にお願いし，ご講演をいただきました．
　工藤先生からは，光触媒を用いた水分解による水素生成を中心として，
その基礎から最先端の研究事例までをわかりやすく説明していただきま
した．また，徳留先生からは光触媒に関する TOTO 社の取り組み，酸
化チタンナノチューブ／ルチルナノロッドの光触媒特性，応用について
の興味深いお話を聞くことができました．講演中，後の質疑も活発に行

われ，このテーマに対する関心の高さが察せられました．また，これら
の講演を通じて，光触媒についての理解が深められると同時に，現在の
状況，今後の可能性について知るよい機会になったのではないかと感じ
ました．
　本講演には，大学，企業，研究機関などから 53 名の参加をいただき，
盛会のうちに終了することができました．講師の先生をはじめ，ご参加
いただいた方々のご協力に厚く感謝申し上げます．

（関東支部　講演会委員長　三菱マテリアル（株）山口尚志）

新構造ファミリーの	
酸化物イオン伝導性材料を発見

　東京工業大学の藤井孝太郎助教，八島正知教
授らの研究グループは，茨城大学石垣 徹教授，
星川晃範准教授および豪州原子力科学技術機構

（ANSTO）の James R. Hester 博士との共同
研究で，新しい結晶構造のグループ（構造ファ
ミリー）に属する酸化物イオン伝導性材料
NdBaInO4 を発見した．
　エネルギー・環境問題を解決するために，高
効率，低予算で安全性の高い次世代のエネル
ギー源を開発することが世界的に求められてお
り，特に固体酸化物形燃料電池は，その中核を
担うと期待されている．より良い固体酸化物形
燃料電池，センサー，酸素分離膜等の開発には，
より高い酸化物イオン伝導度をもつ酸化物イオ
ン伝導性材料を開発する必要がある．イオン伝
導度は，結晶構造と密接な関係があり，より革
新的なイオン伝導体を開発するためには，イオ

ン伝導体としては全く新しい種類の結晶構造を
もつ材料グループ（新構造ファミリー）の開発
が必要不可欠である．
　同研究グループは，酸化物イオン伝導体とし
て有望なAA′BO4 の組成をもつ物質（ここでA，
A′，B は陽イオン）について調べた．既往の研
究では A と A′ が同程度のイオンサイズをもつ
AA′BO4 の報告がほとんどであった．そこで本
研究では A と A′の大きさが異なる Nd（ネオ
ジム）と Ba（バリウム）を選択し，酸化物イ
オン伝導体としてよく知られているペロブスカ
イトユニットを組み込むために，Ba とペロブ
スカイトユニットの形成が期待される In（イ
ンジウム）を陽イオン B に選ぶことで，新し
い構造ファミリーを持つ NdBaInO4 を作ること
に成功した．得られた物質の結晶構造は，X 線
および中性子回折データに基づく未知構造解析
により解明し，電気化学測定によって酸化物イ
オン伝導があることを明らかにした．この
NdBaInO4 は A-希土構造 A-O ユニット（A＝
Nd）とペロブスカイト（A,A′）BO3 ユニット

（（Ba,Nd）InO3 ユニット）が交互に積層した構
造をもっている（下図）．特に InO6 八面体の稜

（りょう）が A-O ユニットと接するという特徴

的な構造となっている．これまでに知られてい
ないまったく新しい構造ファミリーに属する材
料で，既存の物質とは異なる構造の特徴を持っ
ていることから，酸化物イオン伝導体だけでは
なく，幅広い物性を示す可能性ならびにさまざ
まな応用の可能性が期待される．本研究成果は
Chemistry of Materials, 26［8］, 2488-2491（2014）
に速報（Communications）として掲載された．
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